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受
付
的
関
閥
的

若
い
親
の
層
の
子
育
て
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
老
齢
福
祉
年
金
等

の
受
給
者
や
所
得
が
低
い
高
齢
者
層
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
、
個

人
消
費
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。
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受付額は 1人につ苦言 2万再分です。
o 1 5歳以下の周童がいる世帯主の方については、児童 1人につき 2万円
分となります。

額面は 1，000円、お釣静はもらえません。

有効期聞は 4月 1自から g丹30昌までです。

O 地域振興券の交換、譲渡、売買はできません。
0 地域振興券を使用できるのは、交付対象者ご本人またはその代理人。使
者の方に限ります。

脅長浜町登録日也域指興券取扱監j
いただけます。

襲示のhS舗等でお構い

τ錠

背

骨

長濃町内母、
O 小売業、飲食店、洗濯・理容・旅館。医療等の各種サービス業、運輸・
通信業(旅行業を含む。)で、「地域振興券取揮監」表示のある庖舗等で使
用することができます。

ただし、設の取引については{襲用することがで奮ません。

0電気、 NHK受信料等の支払しミ 0出資や債務の支払い
0有価証券の購入 O商品券、プリベイドカード(交通機関

の乗車券等は除く。)の購入

0国や地方公共団体への支払い0切手、官製はがきの購入

2-

平成 11年 1月 1日において、
要件を満たす方で、す。

① 1 5歳以下の兜童がい
〈外国人登録法に規定する方につ

又は特別永住者に限ります。〉

②老齢福祉年金等
一 次のしミずれかの年金またl
る方

-老齢福祉年金・障害基礎年金等・遺族基礎年金
等-児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害

者手当唱障害児福祉手当・福祉手当(経過措置分)

・原爆被爆者諸手当〈ただし、障害基礎年金等、

遺族基礎年金等の受給者の一部の方は、受給者及
び受給者を扶養している方が、個人の町民税(所

得割、均等割の両方とも)非課税の場合に限られ

ます。〉
二生活保護の被保護者、

入所者等

③ 6 5歳以上の町畏税(所得割のみ)
非課税の理た窒りの方

社会福祉施設の措置
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までお問い合 i
わせください。;

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

美
術
展
と
山
草
展
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
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え
ひ
め
こ
近
話
美
術
展

喜
表
部
一
縦
貫
作
品
展

⑦⑮⑧⑮{こ加えて

(財)愛媛看護協会では、看護週間の

行事として一日看護体験の参加者を募

集しています。「将来看護婦さんになり
たしリ学生さんはもちろん、日頃看護
とは無縁の生活を送っている OL、主
婦、男性の方々など、どなたでも参加
できます。どしどしご応募ください。

[実施日] 5月13日(木)
[実施場所1市立八幡浜総合病院
I募集人員] 10人(応募多数の場合は
抽選)
I申込方法 a 締め切り1はがきに、住
所、氏名(フリガナ)、年齢、職業(学
生は学校名・学年)、電話番号、病院名、
洋服サイズを記入の上、 4月 9日まで
に次へ申し込んでください。(中学生・

高校生は学校の許可が必要です。)

I申込先] (社)愛媛看護協会内:愛
媛県ナースセンター(干790-0843:松
山市道後町 2丁目 11-14:宮 089
924-0848) 

創
作
一
連
続
折
り
お
り
が
み
展

を
開
催
し
ま
す

4 

ー
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

1

一
日
時
一
一
一
一
月
十
四
日
j
四
月
十
一
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
、
毎
週
月
曜

日
〔
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
〕
休
館
)

一
場
所
一
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

(
宇
和
町
卯
之
町
四
丁
目
一
一
番
地
二
)

{
内
容
一
一
枚
の
折
り
紙
か
ら
二
つ
以

上
の
作
品
を
連
続
し
て
折
っ
た
、
鶴
、

亀
な
ど
の
動
物
や
、
飾
り
箱
な
ど
の
折

り
紙
作
品
三
百
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
入
場
料
一
無
料

一
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
一
愛
媛

県
歴
史
文
化
博
物
館
(
振
興
課
生
涯
学

習
係
:
干
七
九
七
|
八
五
一
一
・
位
。

八
九
四
|
六
二

i
六
二
二
二
)

ト

み

校

一

太

セ

之

男

一

割

問

ふ

弓

茂

ツ

寛

邦

一

一

明

者

門

岩

原

藤

ぺ

木

田

一

則

喜

柴

平

折

斎

ワ

五

柳

一

園

長

宅

だ

べ

一

〈

J
-

凡

・

幸

へ

一

一

は

一
山

古

河

一

人

一

一
川
知
市
議
w

る

ら

質

一

司

fivkJ

録

き

が

本

一

期
出
制
ゲ
W

護

で

な

の

一

J

ーや一一誠一
w

童

回

快

が

ち

敗

一

世

眠

¥

読

の

と

待

失

一

回

調

欝

名

い

船

ん

こ

を

の

一

哨
川
げ
に
¥
し
の
者
さ
る
け
国
一

一
湘
一
一
一
日
出
豊
田
い
福
除
タ
す
明
の
一

一
時
ム
ユ
叱
お
幸
失
モ
愛
夜
こ
一

一
立
ホ

0
0
0
0
0
0
0

一



推薦に域戸さん

由

「ノコ
、ノ-フグ守匂#C

 
で訴世可子

4
む

卓
官
齢
帥
占回開

設

耳

実

静

電

L
鶴

木

)

居

き

紅

2
3
3童

J

J診
額

古

市

菊

た

)

-

L

3

?

t

‘

i
己

パ

け

げ

)

山

・

ら

市

空

事

L
闘

機

務

量

市

松

明

し

条

一直
l
z
c
s
'
4
g
康
造

4
4

山

・

英

〈

北

一

十
一
月
一
干
二
日
に
実
施
さ
れ
た
「
白
滝
公
園
も
み
じ
フ
エ
ス
一
ア
イ
市
川
川
ば
孔

パ
ル
ヲ
侃
モ
デ
ル
撮
影
会
」
の
審
査
会
が
、
一
月
十
一
日
、
白
滝
八
ム
完
田
(
滝
雄
一

瀬

上

女

白

上

一

民
館
で
行
わ
れ
、
七
十
九
人
(
二
百
九
十
八
点
)
の
中
か
ら
、
次
の
柳
(
と
)
井

二

十

三

点

が

入

賞

し

ま

し

た

。

べ

A

滝
同
べ

t
ノ

ト

a
p

沿

い

え

の

寺

・

)

微

浜

砥

浦

引

で

附

対

一

U

珂

一

房

ほ

光

(

差

〈

市

)

幡

・

去

年

E
U
-
ま

開

欄

間

ぽ

)

秋

留

子

市

八

喜

・

む

ニ

れ

荘

引

士

一

:

)

市

濃

部

伊

予

・

一

志

引

野

和

イ

財

札

一

口

問

)

市

山

)

渡

・

伊

ご

一

川

安

畑

村

山

夫

間

航

町

一

市

川

町

山

)

松

市

(

志

・

章

戸

矢

高

・

松

牧

高

子

川

一

以

見

松

市

・

山

闘

一

生

田

(

中

・

男

U

能

(

伊

城

い

刊

広

@

洲

春

松

秋

本

竹

角

で

(

也

美

明

成

り

・

一

円

。

朗

大

利

・

)

附

同

(

中

し

哲

登

季

(

ツ

満

高

一

城

行

主

口

@

高

一

市

(

浮

>

の

差

野

石

木

人

ま

本

義

た

陸

部

文

日

淳

山

い

(

み

日

目

安

白

人

若

姫

福

辺

一

れ

戸

岡

泰

(

井

松

想

問

え

れ

の

(

(

(

る

り

(

渡

は

1
域

1
(
下

1
秋

今

・

)

れ

ほ

も

秋

顔

1
列

秋

守

る

>

(

選

薦

(

選

様

山

選

る

(

之

市

は

ほ

木

)

横

作

行

る

を

)

と

頃

一

に

推

陽

特

模

(

入

ま

で

俊

山

の

<

)

町

)

圭

児

ゆ

統

市

ひ

の

一

時

【

光

I
紅
み
【
深
中
崎
松
骨
一
二
犬
市
部
町
戸
主
一
伝
一
棋
の
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一

ヅヂ グ排気
街頭で突然、芦をかけられ、「アンケー

トにご協力くださいoJと呼び止められ、いろい
ろと話をしますむすると、アンケートのお礼にと、

「エステの無科体験をどうぞ」などとサロンに通

れて行かれ、「今のうちにちゃんとお肌の手入れ

をしないと手遅れになるわよ。J と、いろいろな

化粧品やエステを勧めて契約をしようとする商法

1ですアンケートは、あなたを呼ぴ止めるための口実
で、本当はサロンや営業所に連れていき、商品や

サ」ビスを売りつけるためですので、「無料体験J

の言葉などに惑わされて、安易について行ったり

-5-

圃: 今、生涯を通じて;9'0しめるス

;ボ」ツとしてニユ←スポ ツカ宝

;考案され、全国に普及しつつあ

jります。
長浜町でも、ニュースポーツ

をイ本験していただくためにこの

つどいを開催し、一人でも多く

の皆慌にスポーツの涼しさを味

わっていただき、健康の縫持増

進』こ闘心を持っていただきたい

と考えております。

皆さん、この機会にご近所お

;誘い合わせの上ぜひご参加くだ

;さしミ c，

: [期日] 3月28日(口)午後 1
: ~;宇治、ら

: [場所l長浜勤労者件靖ごセンター
なお、詳しい日程やお申し込

み方法については、地区回覧を

ご貫いただくか役場社会教育課

(をき 52-1111) までお問

い合わせくださし、



国民年金の保険料[土、定額です。将来、より

多くの老齢基他年金を受けたい人は、希望によ

り付加保険料を納めることもできます。

定額保険料 1カ月 13，300円

イ寸力日f呆|演半キ 1カ月 400円

納めた保険料は、全額、社会保険科控除とな

り、所得額から控除されます。

経済的な理巾などから保険料を納めるのが困

難な人は、保険科が免除される制度があります

(任意加入の人は免除されませんの)

免除を受けた期聞は、年金を受ける権利は保

障されますが、老齢基礎年金は通常の%に減額

さ:hま ~9 0 

学生・親元の収入、在学する学校の種類など

を考慮し判定されます。

学生保険料免除の基準額早見表

(学生 1人の場合)
平成10年 7月l日作成

長浜町後場
一ー一一一ーー一ーー』ーーーー一-ー司、-ーー一ー--ー一一ー~

保険料を免除された期間は、 10年前までさか

のぼって追納することができますυ

i邸内した期間は、納めた期間となり、牛金額

は減額されません。

1年分の保険料ーを前納することができます。

前納した場合は割引きされます。

国民年金前納キャンベーンを

実施します

4月中に前納される方に、楽しみなお知

らせです。

平成11年度の国民年金保険料を 1年分前

納された万を対象に、抽選で、 60名様に図

書券、 200名様にテレホンカードをプレゼ

ントします。

{締め切り] 5月31R (必着)

i応募方法1官製はがきに、あなたの基礎
年金番号、郵便番号、住所、氏名、年齢、

職業、電話番号、国民年金に対するご意見・

ご質問を記入の上、次へ申し込んで、くださ

L、Lへ

f申込先}千790-8570:愛媛県註|民年金
課国民年金前納キャンペーン係まで。

i当選発表}図音奈…ねんきん愛媛7月号
の紙面にて。テレホンカード・・・発送をもっ

て代えさせていただきます。

納め忘れも防げます。便利でお得な

保険料の前納制度を利用しましょう 1

国民年金マスコット
「ゆめはちくんj

-6-
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①
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落
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聞
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抜
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②
と
ら
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ぜ
に
塩
、
こ
し
よ
う
を
し
っ

か
り
と
ふ
り
、
小
麦
粉
を
両
面
に
つ
け

る。

少
々
少
々
少
々

五
O
g

五
O
g
一
個
適
当
適
量

③
※
を
ま
ぜ
る
。
玉
が
で
き
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
と
混
ぜ
る
。

④
と
ら
は
ぜ
を
※
に
つ
け
て
、
油
で
揚

げ
る
。

⑤
付
け
合
わ
せ
に
、
パ
ー
マ
グ
リ
ー
ン

を
添
え
る
。
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しおさい・コスモスグループの皆さん

窃て酔ますf

沖浦大正琴ささえまみ会

(邦楽)

私
た
ち
さ
ざ
な
み
会
も
、
発
足
以
来

早
い
も
の
で
も
う
十
二
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
大
正
琴
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
、

J
H
け
防
止
と
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
u

を
モ
ッ
ト
ー
に
始
ま
っ

た
会
で
す
。

最
初
は
田
ゃ
う
よ
う
に
指
も
動
か
ず
と

ま
ど
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
現
在
は
、

下
問
先
生
ご
夫
妻
の
親
切
で
優
し
い
手

恐'捕命事関'4盟
ねこそぎ古ラッシュ長浜高校美術部

ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
は

月
二
回
で
、
新
し
く
な
っ
た
公
民
館
を

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平

成
八
年
八
月
か
ら
は
、
若
い
方
た
ち
も

会
員
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
新
し
い

気
持
ち
で
み
ん
な
練
習
し
て
い
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
る
町
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
芸

能
発
表
会
や
、
俊
月
会
南
予
大
会
な
ど

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
一

曲
で
も
多
く
上
手
に
演
奏
で
き
る
よ
う

に
と
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、

心
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
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大
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の
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色
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か
。
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五
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習
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j
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時
)
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三
日
曜
日
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午
後

O
時
半
j
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半
)

一
練
習
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所
一
沖
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公
民
館

一
会
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岡
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子
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小
西
サ
チ
子
、
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初
子
、
二
宮
ア
ヤ
子
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今
西
ト
ラ

子
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新
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と
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、
鎌
田
智
恵
子
、
坂
本

ト
キ
コ
、
田
中
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恵
子
、
西
田
康
子
、

津
田
ヨ
ネ
子
、
井
上
秀
子
、
片
山
ヨ
シ

子
、
二
宮
京
子
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各 1
護審 i 

した。 I
アンケザ争J調査報告 i 
昨秋、無搾為抽出による 1，000人の町民の皆さ i
んを対象に行った、同和問題に関する意識調査の l

調査結果報告が行われました。 I
O多数の方が、小中学生の時に家族や学校の授 j
業で「同和問題」について知っている。 oI寝た 1
子を起こすな」の考え方が根強い。 0学習会への l
参加回数によって、同和問題解決に意欲的になる。 1
ーなど、町民の同和問題に対する意識の現状が明 l
らかにされるとともに、これまでの同和教育cの在 i
り方に対する反省と、今後の決意が述べられまし目

犬二。

8 
参加者の心を打った人権バンド演奏

け

y
d

昧
が
命
だ
ー

ホ

1
白
滝
@
男
の
料
理
教
室

1

白
J

d

d
E

一
月
十
七
日
、
白
滝
公
民
館
で
男
の

料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
、
白
滝
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
会
員
ら
二
十
人
が
参
加
し
た
。

「
味
が
命
だ
!
」
と
銘
打
っ
て
行
わ

れ
た
こ
の
教
室
。
日
頃
、
料
理
と
は
縁

遠
い
男
性
た
ち
が
、
エ
プ
ロ
ン
姿
で

「
鮭
の
南
蛮
漬
け
」
「
に
ゅ
う
麺
」
「
一
豆

腐
の
も
み
和
え
」
「
鶏
手
羽
肉
の
オ
ー

ド
ブ
ル
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し

た。
初
め
の
う
ち
は
少
し
不
安
げ
な
様
子

だ
っ
た
参
加
者
も
、
講
師
の
上
野
マ
リ

エ
先
生
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
ま
な
板

区司

こ様変での同和教育を厳しく検証するとともに、

人権を高める不断の努力と、人間愛に満ちた明る

く住み良い豊かな長浜町を実現することが力強く

宣言されました。

熱心に耳を傾ける参加者

一生懸命料理に挑む参加者

行動や実践を

起こさせるも

のは知性では

なく感性であ

る」として、

命への熱いメッ

セージを{憂し

い歌声と言葉

に言王して千子わ

れたコンサー

トに、参加者

は日虫く H勾を手丁た

に
向
か
い
、
何
と
か
で
き
あ
が
り
。

う
ま
く
味
付
け
さ
れ
た
料
理
を
頬
張

る
男
た
ち
の
表
情
は
、
と
て
も
満
足
げ

だ
っ
た
。

2月 6日、中央公民館大ホールで、教育・行政・
各種団体・職域の関係者ら約 320人が参加して、

平成10年度長浜町同和教育研究大会が開催されま

した。

大会では、開会行事にヲlき続き、九州、l産業大学
の林力教授による講演、野村町から招いた人権バ

ンドの演奏、人権意識に関するアンケート調査結

果報告が行われました。

業大学の林

による「メJ雀
可と共生の 21世紀をめ

畿ざして」と題した講

鴻/寅が行われました o
「人権感覚は命に対す

る思いである。同和

講演を行う林先生 問題は日本文化の中

に染みついた差別で、見えるようで見えない。踏

まれた者の足の痛さは、踏まれた者でしかわから

ないのだ。根強い差別のある現状のまま、同和教

育を人権教育にすり替えることはできない。」と

の話に、参加者は真剣な表情で開き入っていまし

た。

人権パ訟ド演奏
野村議キ交同和教育

主任の繁舛義一先生

と、野村町渓筋公民

館長の土居真こさん

によるバンド漬奏が

行われました。「人に

一
一
月
十
三
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、

平
成
十
年
度
読
書
活
動
の
つ
ど
い
が
開

催
さ
れ
、
町
内
読
書
グ
ル
ー
プ
会
員
ら

約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
開
会
行
事
に
引
き
続

き
、
「
読
書
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

を
テ

l
マ
に
し
た
二
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

発
表
や
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
後
、
八

幡
浜
教
育
事
務
所
の
三
瀬
和
子
先
生
に

よ
る
「
子
ど
も
は
み
ん
な
本
が
好
き
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

は
、
ビ
デ
オ
視
聴
や
、
「
子
ど
も
と
本

と
の
接
し
方
、
本
の
選
び
方
」
な
ど
に

つ
い
て
の
話
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

し
た
。

子
ど
も
は
本
好
き
で
す

ー
読
書
活
動
の
つ
ど
い

1

10 

活動事例を発表する参加者

展望のある同和教育の誰進を
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さ
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けんた

上野鑓太ちゃん

子

も
う
朝
か
寒
さ
が
じ
ゃ
ま
し
て
起
き
れ

な

い

大

年

門

口

裕

紀

春
よ
来
い
冬
の
寒
さ
は
も
う
ご
め
ん

六

年

二

宮

政

利

雪
と
け
て
土
か
ら
頗
出
す
ふ
き
の
と
う

六

年

松

本

梨

菜

ザ

ぬ

け

ま

し

て

楠

臨
み
ご
と
一
等
当
選
紳

5
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き

5

恒
例
の
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
で
、

黒
田
の
中
野
健
蔵
さ
ん
(
五
二
)
が
み

ご
と
一
等
に
当
選
し
、
二
月
一
日
、
伊

予
長
浜
郵
便
局
(
岡
田
豊
局
長
)
で
当

選
賞
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

郵
便
局
に
よ
る
と
、
一
等
は
こ
の
お

正
月
に
同
局
か
ら
配
達
さ
れ
た
年
賀
は

が
き
、
約
二
十
九
万
二
千
一
二
百
通
の
中

か
ら
出
た
も
の
で
、
当
町
か
ら
の
一
等

当
選
者
は
ご
一
年
ぶ
り
と
の
こ
と
。
今
田

中
野
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
の
希
望
を
取

り
入
れ
て
、
五
点
の
当
選
賞
品
の
中
か

ら
液
晶
モ
ニ
タ
ー
付
き
デ
ジ
タ
ル
ピ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
選
ば
れ
空
し
た
。

贈
呈
式
に
出
席
さ
れ
た
奥
さ
ん
の
京

子
さ
ん
は
、
「
一
瞬
信
じ
ら
れ
な
く
て
、

あ
わ
て
て
家
族
に
連
絡
し
ま
し
た
。
新

年
早
々
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

労働基準局~

己文正労'働基準法が公フ(fjされ司王Jjj乙10勾三 9月 30日、

ました。

今回の改iEは、

〈主経済社会の変化に対応、した寸寸一

ノルレづづ、くり②職業生活と家庭丑生三?活舌との言調周和、 労働時

間短縮のための土足境づくり

労働契約の複雑化、個別化に対応したル-)レづく

り

の 3つを柱と喜一る大幅な改正となっています。こ

の改正法は、 部を除き平成11年 4月 1日から施

干J'されることから、愛援労働基準局と県下の各労

働基準監督署では、改正法の説明会を開催寸る等、

積極的に改正内容の周知を行うこととしています。

ついては、最写りの労働基準監腎署または受捜

労働基準局監督課までお問い合わせくださし~

Eお問い合わせ1八幡浜労働基準監督署(宮o8 
94-22-1750) または愛媛労働基準局監

督課(盟 089-935-5200)

まで。

賞品を受けられる中野さん

9-

四
月
十

日
目
は



印刷 (有)岸本印刷平成11年3月1日発行平成11年 3月号

農業者年金に加入しましょう

がんばる女性農業者も
年金受給を!

夫と共に農業に専従し、農業

経営に参画している女性 (農業

者年金加入の配偶者)は、農地

の権利名義を有していない場合

でも加入できます。

なお、詳しくは、 長浜町農業

委員会 (fi5 2 -1 1 1 1・(有 )
2 1 1 1 ) までごキ目言灸くださし」

農業者年金の目的
①農業者の老後の安定 ・福祉

の向上

②農業経営の近代化 ・農地保

有の合理化 (経営規模の拡大・

農 地 の細分化防止・経営者の若

t亙り)

加入要件
農業上の要件、期間要件、国

民年金の要件を全て要件を満た

す方で、次のような方は、必ず

加入しましょう 。

0経営移譲を受けた人
O若い農業後継者
0加入期限切れの近い人

【 農業者年金の現況屈は、3月末までに提出しましょう 1 

喝P
結

婚

櫛豊

生茂

t畢山
井本

天ヱ美み
昆ま歩日

イ主 1 全企

所員才
氏穿や

名読み

田i"f
予E... ..'. 
亡
日寺
年
歯吉

白長 沖 今長出戒

広
悟学行

海浜坊甫浜滝

豊

茂
下
須
戒

沖

浦

今

坊
長

浜

沖

浦
下
須
戒

白

滝

一矢 西堤仲笹入山紀山安林浜松梅

村村本

ハ
ツ
ヱ
(
七
七
)

久
信
(
五
六
)

市
太
郎
(
七
三
)

頼

武

(八
三
)

ヒ
セ
(
九
O
)

豊

子

(
七
八
)

ト
ク
ヨ

(八
五
)

政
雄
(
八
四
)

好

留

(九
三
)

八
重
子

(
八
五
)

タ
ネ
子
(
八
三
)

シ
ズ
カ

(八
四
)

明
(
七
五
)

典

(
六
六
)

夫
(
八
O
)

〈
農業者年金は、

安心して加入できる

国の年金です。

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

名

尾本船本伊崎東藤野崎

寅克

今月の トップは好崎昭文さん ・

知恵子さんのカップル

3月の声を聞くと、寒さの中に
もくつろいだ気 分になる。 月のは

じめには、 5節句の一つである雛
宅金っき

祭りがあり、 21日には 24節気の
一つ春分の日である。 このころ、

昼 夜の長さが同じになり、彼岸の

中日に当たる。

主れま着ミ等主主主:霊祭寺とし、ったカ宮、 来斤

憲法発布と同時に国民の祝日のー

っとなり、自然を讃え生物を慈し

む日と なっ た 。 「暑さ寒さ も彼岸

まで」とし、し¥寒さと暑さの交替

期で月末には燕も見かける。農村

の動きも活発になる。

雛祭りは 5節句の一つで、雛壇
を飾り桃の花 ・白酒 ・菱餅 ・あら

れなどを供え、女の子の行く末を

祝 った。菅は、雛遊ぴは 3月に限っ
じようし

たものではなかった。 上巳の節句
ごっちみかど

を雛祭りと定め犬二のは、後土御門

天皇の御代からで、江戸時代にな
じんじっ ちょうよう

り、人日 ・端午 ・七タ ー重陽と並

んで 5節句の一ーっとなった。 11杭

将軍家斉には息女が多く大奥で流

行し、民間に普及した。

「主行」 は考さ節の守斤り目 。 ["イ共」

は供える食べ物で、神と人 ・人と

人の相互の結合をはかる行事だっ

犬二。 日寺イベこ色 ・土也方色も豊かでゆか
しし、。

少子化時代とはし、え、子どもの

誕生において、 その行く末を祝う

幸見心、に裂Eオつりはなし、o 1皮局圭の干子弓主
も変わることなく、墓参はもちろ

ん、彼岸因子や牡丹餅を供え、祖

先崇拝の心 を:忘れない行事 に、日

本国民の真心 が胸を打つ。

郷土長浜は素朴 で誠実な町民で

構成され、よき伝統は途絶えるこ

となく指定き、 ゆカもしさ諸正オ工る匝丁と

して発展することを信じてやまな

し、。 3月こそ森羅万象は監り 、郷

土長浜が充実発展する希望に満ち

た月である。

広報ながはま

塚好

由崎

上
老
松

大
洲
市

昭

文

知
恵
子

住 1お
所昌誕
百生
T分お
区長め
名昨 で
で(lと

宣 う
署 !!
名

白今

山清久
本水保

啓:1明ぁ範 す
イ二と日す崇主
香か

浜滝坊

長

錦

一

谷
μ

ヨし

4
4
1
d
岬ぺ

-10-

山

坂田路

下岡

先
日
開
催
さ
れ
た
、
町
文
化
協
会
主

催
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
芸
能
発
表
会
。
私
も
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
、
「
豊
茂
五
ツ
鹿

踊
り
」
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

存
知
の
と
お
り
、
五
ツ
鹿
踊
り
は
、

踊
り
終
わ
っ
た
後
そ
れ
ま
で
か
ぶ
っ
て

い
た
幕
を
払
い
上
げ
、
踊
り
手
の
顔
を

見
せ
ま
す
。
そ
の
時
、
会
場
か
ら

「兄

ち
ゃ
ん
か
っ
こ
よ
か
っ
た
よ
l
!
」
と

の
声
援
を
く
だ
さ
っ
た
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何
せ
五
人

で
踊
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
誰
に

い
た
だ
い
た
ご
声
援
か
は
疑
問
の
残
る

と
こ
ろ
で
す
が
、

気
分
よ
く
慰
労
会
が

で
き
た
こ
と
に
探
く
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

(

や

)

人口・世帯数のうごき

1月末現在 前月との比較

10，164人 21人減
人 口 (男4，791人) (男10人減)

女 5，373人 女11人減

世帯数 3，653世帯 l世帯増


